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1． 科目別ホームページ作成の目的  

 個人ホームページを初めて作成するのに講義資

料を活用するのが教員としては最もふさわしいと考

えられる。自分のためというよりは学生のためにもな

るホームページができる可能性がある。しかし、そも

そもホームページがだれかの役に立つために作ら

れるというよりも、作成者の役に立たなければ長続き

はしないであろう。まずは教員の視点から作成される

こともやむをえないが、しだいに学生にもためになる

ものに変えていくように心がけたい。 

まずはシラバスの公開が多様な資料公開の起点

になることを強調したい。講義日程の確認・変更連

絡、講義内容の変更連絡、予習用のためにハンドア

ウトの授業前アップ、復習用に確認テストのアップな

ど、もろもろの資料をいつも参照できる web サイトに

アップできるので、学生への便宜はもちろん自分の

確認にもなる。科目名が同じでも、毎年更新すること

によって少しずつ変わっていることが認識される。数

年分をまとめて公開することによって同じ授業を繰り

返せないという気になる。また関連した情報をひとま

とめにすることで、新たな発見があるかもしれない。

このひとまとめにして公開することが重要で、ネットで

あるからこそ簡便にできるといえる。 

通常は複数の科目を担当するので全体をまとめる

ポータルサイトにあたる web ページを作成して、全て

の科目別ホームページをリンクさせるのが便利であ

る。そこにはそれらに共通した資料（国家試験の過

去問など）、また学年共通で活用できる資料（定期試

験の過去問など）、さらには重要な連絡事項などもア

ップすると便利である。複数学年の学生がアクセス

するのでわかりやすく整理されているのが望ましく、

複雑でないのがよい。またアクセスカウンターがある

と全体の動向がよめてよい。 

なおホームページはホームページビルダーのソフ

トを用いて、大学のサイトに作成した。 
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2．科目ホームページの内容 

 それでは具体的にどういう項目を入れるとよ

いだろうか。日程、時間、教室、講師名、講義内

容、ハンドアウト、講義の目的、学習目標、確認

テスト、質疑応答の記録、試験問題と解答・解説

（小テスト、中間テスト、期末テスト）、テスト

の結果（得点分布、識別指数、不合格者の学籍番

号）、授業評価アンケートの結果、講義の音声、

Educampus ビデオ、iPod 用ビデオ、関連 web サイ

ト、推薦図書、推薦テレビ番組へのリンクなど。 

 

複数教員科目の場合には教員間でのリンクがあ

るのが望ましい。大学間でのリンクとしてＴＩＥ

Ｓへの公開授業のリンクもつけられる。数年分の

レジュメを一度に比較できるので講義の進歩

（？）がわかりやすい。また学生が講義の方向を

予測できるメリットもある。参考文献リストとし

て、指定教科書を図書館蔵書検索（OPAC)やアマ

ゾンの web サイトにリンクさせたり、参考図書の

リストに表紙画像の表示とリンク、推薦図書リス

トを web 書評とリンクさせたり、推薦テレビ、ラ

ジオ番組リストを番組ホームページにリンクさ

せたりすることも可能である。参考になる web 

サイトの紹介とリンク付け、さらには Youtube

など画像・音声にリンクをはることも可能である。

読むべき英語文献は Pubmed にリンクをはったり、

直接に文献 PDF をアップすることで利便性を高

められる。 

 授業終了後に講義ノートを公開するのが望ま

しいが、音声からトランスクリプトを作成するの

は手間がかかる(ドラゴンスピーチのような音声

を文字に自動変換するソフトもあるが)。講義を

ＩＣレコーダーで録音すれば、音声ファイルをコ

コログの web サイトにリンクはって統合でき、ポ

ドキャスティングも可能になる。さらに

Educampus で講義を録画し、exe ファイルにする

とダウンロードでき、ブログで統合してコメント

書き込めるようにすれば、双方向性の自宅学習が

可能になる（質問と訂正）。 

 

講義のインストラクショナル・デザインを明確に

行うことで講義を複数のブロックにわけて構成

することが可能になり、講義をテーマごとに独立

した１０～１５分のファイルに分割することで

８０分の講義をミニ講義の集合にできる。そうす
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れば講義コンテンツへのアクセスが容易になる

だけでなく、これらをあとで再編成することも可

能になる。講義ビデオをMEPG4に変換すればiPod

でみえるので通学の合間に学習できるようにな

る。さらに過去の講義をアーカイブ化してリンク

させることも可能である。 

掲示板ＢＢＳ(teacup)を web に作成し、学生に

質問を書き込ませ、解答も掲示版で公開する。試

験情報や講義への教員の補足や訂正も掲示板に

書き込める。掲示板では学生同士の質問、回答（チ

ャット）も可能である。毎年の質問をアーカイブ

化することで先輩の質問も参照できる。 

 

3. 授業アンケートの結果  

 これらの科目ホームページの利用状況をみる

ために学生アンケートをおこなった。病態生理学

は１４回の講義のうち４回がおわった時点と終

了後におこない回収率は 74%と 30%であった。病

理学と薬物治療学 IV は終了後におこない回収率

はそれぞれ 33%と 25%であった。結果を％で一覧

に示した。 

ホ ー ム ペ ー ジ 生 理 後 病 理 薬 治

よ く 閲 覧 ２ ８ % ３ ０ ３ ２

時 々 閲 覧 ５ ７ ６ ３ ４ ４

閲 覧 な し １ ４ ７ ２ ４  

掲 示 板 生 理 後 生 理 後 薬 治

閲 覧 ２ ８ １ ２ ２ ５

な し ４ ９ ７ ３ ７ ３

知 ら な い ２ １ １ ５ １  

80%くらいの学生がホームページや掲示板(BBS)

を閲覧していることがわかった。 

また今年度は病態生理学の３クラス、薬物治療

学 IV の２クラスに対して別々の授業をおこない

（前年までは同一内容の講義をくりかえしおこ

なっていた）、期末試験は共通問題でおこなうこ

とで、受講できない他クラスの講義をビデオで e

ラーニングせざるをえない状況にしてみた。 

ビ デ オ 視 生 理 中 生 理 後 薬 治

よ く ５ ０ 全 て １ ４ ２ ９

半 分 以 上 ３ ０ ２ ２

時 々 ３ １ 半 分 １ ２ １ ０

半 分 以 下 ３ ２ ２ ５

な し １ ９ な し １ ２ １ ４  

過 去 ビ デ オ 生 理 中 生 理 後 薬 治

閲 覧 ６ ２ ０ ２ ９

み な い ８ ０ ７ ０ ６ ７

知 ら な い １ ４ １ ０ ４
 

それでもよく視聴できたのは半分くらいであっ

た。ほとんど閲覧できない学生がかなりいたのは

共通で期末試験問題をおこなうことに無理があ

るともいえる。実際にこのシステムに対する感想

をきいてみた。 

別 々 授 業 生 理 中 生 理 後 薬 治

賛 成 ７ ５ ６

未 定 ２ ５ １ ６ １ ４

反 対 ６ ７ ７ ９ ８ ０
 

案の定、過半数が反対であった。ただ賛成や未定

をあわせて 20~30%いるので、工夫しだいでは受

け入れられる可能性もないとはいえない。別々の

期末試験をするのも１つの方法ではあるが、これ

らの必須科目の基礎学力を共通に保障できるよ

うな別々の講義や期末試験であることが前提で

ある。 

別記事にもあるように、本学の学習体制につい

ての学生アンケートによれば 1 日の学習時間な

しが 33%, 30 分以下が 50%、1 時間以下が 70%、

2 時間以上は 10%と少なく、しかも授業日のアル

バイトは 58%、サークル所属は 87%と勉強環境

としてはさびしい状況があきらかになった。今後、

学習意欲をふやすような講義コンテンツ学習の

方略を検討する必要がある。 

 

4. 授業コンプレックス（メタ授業）の創造 
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臨床薬学の分野は膨大であり、一人の教員でカ

バーするのはむつかしい。複数の教員が必要だが

お互いに授業に関してコミュニケーションをと

るのはむつかしい面がある。そこでネット上だけ

でも講義資料を共有できると便利と思われる。た

とえば講義スライドをプールして適当に組み合

わせてあたらしい授業スライドを作成すること

も可能になる。専門分野の近い教員同士で授業を

ビデオでみることでＦＤ（授業改善）にもなりう

る。このコミュニティーはアカデミック・ヴィレ

ッジとよばれる複数の教員によるカリキュラム

編成を主眼としたシステムに近いといえる。忙し

い教員もネット上だとアクセスしやすかったり、

匿名性も保たれるので、シラバスや授業のピアレ

ヴューもストレスなく行える利点もある。 

そこで、はじめての試みとして、３年生に薬理

学 III を教えている菱沼と４年に臨床生理学、２

年に病態生理学、３年に薬物治療学、４年に症例

解析学、大学院に SOAP 演習を教えている石橋の

授業コンテンツを臓器別に並べなおした e ラー

ニングサイトをたちあげた

（http://www.my-pharm.ac.jp/~kishiba/sub91.html）。 

 
 

 
レジュメをpdfファイルで併置して受講するか

どうかの判断を事前にできるようにした。授業に

よっては確認テストをつけてあるので受講生の

知識の整理にも役立つ。過去の講義もいっしょに

することで講義の多様性(難易度も含む)をもた

せた。例えば、循環器について学習を深めようと

する学生は臨床生理で心電図、心音、心エコーに

ついてくわしく学習することも可能だし、まだ初

心者であれば２００８年の古い病態生理学の循

環器１コマの授業コンテンツを視聴したあとに、

２００９年の３倍に内容の増え高度な内容の授

業コンテンツを視聴したり、薬理学で循環器に使

われる薬剤についてくわしく学んだり、薬物治療

学で病態にあわせた薬物療法も学ぶことができ

る。さらに症例解析の循環器疾患を視聴すること

で具体的な症例の診断、治療を通じて知識の適応、

応用を体得できる。症例によっては英語のもある

のでメディカルイングリッシュを学ぶこともで

きる。 

今後、他の教員の協力を得て臓器別で手薄な分

野を充実させるだけでなく、より基礎的な、病態

生化学、免疫学、細菌学、解剖学、生理学、生化

学などの授業コンテンツもリンクさせることも

考えている。さらには薬剤学（血中モニタリング

で、薬効と副作用のチェック）、製剤学（投与設

計と相互作用）、有機化学（物性、基本骨格と作

用）、などの薬学関連学科も臓器別、病態別に分

類して関連がわかるようにリンクできればとも

思っている。これは厚生労働省が発表している６

年制薬剤師国家試験の複合問題のイメージにも

マッチしており、将来的には国家試験対策として

も活用できることが期待される。その場合はコア

カリキュラムのＳＢＯコードに準拠して講義コ

ンテンツを整理しなおすことも必要であろう。 

 

なお、このサイトは「北海道・関東・東海・近

畿の大学連携による「知域」拡大プロジェクト」

大学連携ＦＤ支援-学生支援事業実施計画（２０

０９：「臨床系教員による講義コミュニティーと

メタ講義の形成」）の一環としておこなわれた。 


